
1.　はじめに
歴史学習の導入として，「なぜ歴史を学ぶの

か」という問いに応える必要が我々にはある。
学ぶ必要がなければ歴史の学習は単なる趣味や
自己満足でしかないからだ。自国の歴史を学ぶ
意義を伝え，歴史を学ぶ意欲を高める学習は必
要不可欠である。

また，中学校においては，小学校での学習を
踏まえ，扱う内容や活動の仕方を工夫して，「時
代の区分やその移り変わり」に気づかせるよう
にしなければならない。

⒉　歴史のとらえ方

古代は，現代人の想像を遙かに超越した世界
である。あまりに古く日本においては文字すら
なく記録がないので人々の想像力を駆り立て
る。ゆえに古代の歴史にロマンを感じるのであ
る。漢字が伝わって以降 , 日本独特の仮名文字
が考えられたことは誰もが知るところである。
平安時代前期の延喜式は , 古代史の研究に不可
欠な文献だといわれている。

中世は，惣村の成立が示すとおり，今日の村
町制の原形ができあがった時期である。民衆の
自治的な組織が，高度経済成長以前の村落と都
市の基礎となっているといわれている。一遍上
人絵伝などの絵巻物や各地の絵図もその当時の
くらしを想像するのに重要な史料である。

近世は，古文書・絵巻物そして書物や浮世絵
が出版されていく。今日の私たちのルーツや起
源を知る手ががりは各地に多数残されている。
博物館・歴史資料館・公文書館など多くの文献
や史料を目にすることができる。           
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近代はもちろん，３世代ほど前の曾又は曾曾の
時代である。今日の自分がいるのもまさにその先
人の方々のおかげである。写真や映像など文字以
外の媒体でその瞬間の記録が鮮明に蘇る。

人はどのように歴史を捉えるのだろうか。見
たことも聞いたこともなければ何かを手がかり
にそのイメージを抱くことが歴史をとらえる第
一歩となる。書籍や教科書の記述からイメージ
をいだくより，遺構や遺物などの本物に接する
以外は，写真や映像など視覚的な情報が大きな
手がかりとなる。

歴史をとらえるということは，時代のイメー
ジを抱き，地形や変遷から時代の経過を読み解
き，頭の中で CG 化する作業なのではないのだ
ろうか。

⒊　授業実践
⑴ 教師と教材

2010 年湖山池を含む山陰海岸ジオパークが世
界ジオパークネットワークに認定された。ジオ
パークのエリア内は，古くから人々の生活の場
となっていて，多彩な自然を背景とした人々の
文化・歴史を学ぶこともできる。ジオパークで
は，とくに，地域のジオツーリズムを通じた自
然遺産の保全と地域活性化につながる活動が期
待されている。

鳥取砂丘ジオエリアにおいて，湖山池の形成
過程とそれにともなう時代ごとのくらしの変遷
はたいへん興味深い。原始，湖山池が入海だっ
たころは，青島遺跡や桂見遺跡の出土品から縄
文弥生人のくらしぶりが想像できるし，布勢古
墳や大熊段古墳 ･ 三浦古墳などからは何らかの
豪族が存在していたことや大和政権との関わり
も考えられている。

古代 ･ 中世における日本海側の水上交通の発
達に関する教科書の記述は少なく盲点となって
いるように思われるが，想像以上に日本海にお

ける海上交通は発達していたようである。山名
氏が天神山城を因幡支配の拠点とした理由は湖
山池が入海だったことと関連していることはま
ちがいないと思われる。
⑵ 子どもと教師

入学してすぐ，学年遠足で湖山池一周遠足を
行ったり，フィールドワークをしたりするなど
湖山池を教材として捉え，自分の足で歩いて，
高低差や地形や痕跡を意識させてきた。とくに，
湖山池一周遠足では，班ごとに「湖山池クイズ」
を出題し，次のような設問を与えた。

解答　①（150 個分）②（6 ｍ）③（5 個）④
については，遠足後明らかにしていない。社会
科の授業で扱っていくということで保留にして
おいた。ちなみに，地形地質の専門家の調査で
は湖山池北部に砂丘が発達して日本海から切り
離されたのは，16 世紀末であると結論づけられ
ている。⑤（湖山長者が広大な田んぼを所有し
ていた。ある年，田植えが一日で終わりそうに
ないので，扇で太陽を戻し，何とか無事一日で
田植えを終えた。翌朝，田をみてみると大きな
湖となっていたという話。）⑥（フナ・シラウ
オ・ハゼ・スズキ・ナマズ・ウグイ・ワカサギ
など。ただし，2012 年の塩分導入以後，ほとん
どいなくなった魚種もある。）

⑶ 子どもと教材
鳥取大学附属小中学校の敷地は，湖山第１･

第２遺跡に相当し，原始古代より人々が定住し
発展してきた場所である。登下校時も大学構内
の古墳の横を通ったり，教室からは湖山池や天
神山城跡など毎日目にしている。地形や人々の

 時代のイメージをもつ手ががり

　　　　　　　　　　　　　（村山作成）
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くらしの変遷を想像するのは楽しいだろうし，
昔と今の時空を超えたつながりに感動すら覚え
るにちがいない。

⒋　単元の目標
○湖山池周辺の歴史や地形について調べたり　

考えたりする活動を通して，日本の歴史の大
きな流れや時代の特色に対する関心を高め，
意欲的に学習している。

【社会的事象への関心・意欲・態度】
○小学校の学習を活かしながら，湖山池周辺の

　地形や実際のくらしの変遷について，イ
メージを持ちながら捉え，日本の歴史の大き
な流れや時代の特色を考察し，その過程や結
果を適切に表現している。

【社会的な思考・判断・表現】
○湖山池のおおまかな形や周辺図などノートに

描いたり，紙芝居に表現することができる。
　【資料活用の技能】

○時代の大きな移り変わりに気付くとともに，
年代の表し方や時代区分について理解して
いる。

【社会的事象への知識・理解】

⒌　学習計画の具体（全６時間）
【１時間目】 めあて： 原始・古代の湖山池周辺
のくらしをイメージすることができる。

【２時間目】 めあて： 湖山長者の話がいつ頃つ
くられた話か考えることができる。

【３時間目】 めあて： 湖山池がどのように形成
されたのか理解することができる。            　

（日本海新聞より引用）
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【４時間目】 めあて： 時代の流れをおおまかに
理解することができる。　　　　　　

【５時間目】 めあて： 中世における湖山池周辺
の状況をイメージすることができる。

【６時間目】 めあて：  湖山池について，自分が
疑問に思ったことや考えたことを発表すること
ができる。

鳥取市歴史博物館錦絵集より

 以下，生徒作品

「19 世紀末の鳥取砂丘の広がりと現在の
天然記念物指定範囲」（鳥取砂丘学より）
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文献　
『地形と海路から解き明かす！「あなたの知ら

ない古代史」』（辰巳出版）

湖山の歴史と文化「霞の里」（湖山地区自治会・
湖山地区公民館）

冊子「湖山池をめぐる歴史的環境」（第 9 回鳥
取大学と鳥取県の合同シンポジウム・とっと
り県民カレッジ連携講座）

小玉芳敬・永松大・高田健一（2017 年）『鳥取
砂丘学』（古今書院）

鶴崎展巨・淀江賢一郎（2015 年）鳥取県・島根
県の動物相に関する文献目録　第 7 集 pp.53-
54

星 見 清 晴（2009 年 ） 鳥 取 地 学 会 誌 第 13 号
pp.23-36

網野善彦『続・日本の歴史をよみなおす』

網野善彦・石井進『中世の風景を読む４日本交
通の展開』

『鳥取県の歴史』（山川出版社）

『鳥取市歴史博物館錦絵集』（鳥取市歴史博物館
やまびこ館）
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⒍　本時の学習について
⑴ 本時目標

湖山池周辺の地形や歴史的変遷について，疑問に思ったり考えたことを表現する活動を通し　
　て，歴史を学ぶ意欲を高めさせる。

⑵ 本時の展開
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⒎　参考資料
古代における湖山池に関する資料

中世における湖山池に関する資料

⒏　その他
鳥取大学附属特別支援学校との連携授業を実

施した。（平成 29 年 11 月 15 日）テーマは，「日
本一の湖山池を学ぼう」。

附属中学校と同様，秋の遠足において「湖山
池クイズ」を実施しておいていただいた。その
答え合わせを兼ねて，湖山池の古代から現在ま
でのおおまかな変遷や湖山長者の民話や天神山
城があったことなど紹介した。

身近な地域の歴史や湖山池の存在の大きさを
改めて共有する時間となった。
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